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　民生委員児童委員は、地域福祉の担い手として、同じ地域で生活する住民の一員とし
て、住民からの様々な生活上の困りごとや心配ごとに関する相談に応じ、必要な支援を
受けられるよう、地域の専門機関への「つなぎ役」としての役割を担っています。
　今年度は民生委員児童委員の一斉改選があり、新たに民生委員児童委員になられた方
もいらっしゃいます。委員の皆様には、３年を一期として活動していただきます。
　皆さまに安心して相談をしてもらえるよう、法に基づく「守秘義務」があります。心配
ごと悩みごとがある場合には、お近くの民生委員児童委員さんに相談してみませんか。

～主な仕事～

～実状に応じて様々な活動に取り組んでいます～

ご存知ですか？

あなたの町の民生委員児童委員

　地域住民の立場から高齢者や障害者、児童、
妊産婦、ひとり親家族などの世帯に対して声か
け見守りをし又は、生活上の相談に応じます。

　民生委員児童委員のことを知ってもらうた
め、ウォーキング大会や歳末たすけあい演芸
会、各校区の催し物などでＰＲをしています。

　月に１回、市内の各校区の民生委員児童委員
で集まって会議をします。情報交換や活動内容
の振り返りをしています。
　様々な相談に応じるためにいろいろな研修に
取り組んでいます。先進地への視察も行います｡

　社協や市役所、各機関からの要請に基づいた
状況調査をはじめ、住民の福祉サービスにかか
わる業務への協力を行っています。

地域住民の訪問、見守り

ＰＲ活動 定例会・研修

各機関からの要請に基づく調査協力等
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11
月
30
日(

土)

に
退
任
者
に
対
す

る
感
謝
状
伝
達
式
及
び
、
人
吉
市
社

会
福
祉
委
員
感
謝
状
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
た
方
は
29
名
で
す
。

　

人
吉
市
の
地
域
福
祉
の
発
展
に
多

大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感謝状伝達式

《退任者》
田町・麓町 川内　敏次 上田代町・下田代町 今田美智子
五日町・九日町 上松　睦子 大畑町・大畑町柴笠 小城　叶子
鍛冶屋町・大工町 郡山　慶子 主任児童委員 神瀬　芳江
紺屋町 渕木　桂子 上薩摩瀬町 岡　　和子
上新町・下新町 宮田　正信 永野町 元田　和子
願成寺町 尾方　　節 上戸越町 西　　征生
願成寺町 井上　史代 鹿目町・中神町段山 白木喜久雄
主任児童委員 木村　恵子 上林町一区二区 大坪美佐子
鶴田町 犬童紀久子 中神町段・馬場・城本 中神　良子
西間上町 尾方　邦寛 中神町大柿・小柿 榊　　愛子
東間上町 東　　臣人 下原田町荒毛・上野・羽田 荒毛　英子
古仏頂町 源嶋　正人 下原田町瓜生田 村上千代香
田野町･西大塚町高仁田 前田　一洋 上原田町 牛塚　孝子
浪床町 宮﨑眞智子 主任児童委員 武井　京子
赤池町･赤池水無町･赤池水無町外園 赤池　政憲

　

12
月
６
日(

金)

に
民
生
委
員
児

童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
及
び
、

人
吉
市
社
会
福
祉
委
員
委
嘱
状
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
元

年
12
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
11
月

30
日
ま
で
を
任
期
と
す
る
民
生
委

員
児
童
委
員
88
名
、
主
任
児
童
委

員
８
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
を
代
表
し
て
西
校
区
の

中
野
さ
ん
が
「
一
人
で
悩
ま
ず
、

周
り
の
皆
さ
ん
に
相
談
し
て
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

委嘱状伝達式
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　人吉市共同募金委員会と人吉市社協では、安心して温かいお正月を迎えていただくた
めに、12月20日に歳末見舞金品の配分を行いました。認知症や寝たきり高齢者を介護
されている世帯や生活困窮世帯に対しては現金を、一人暮らし
高齢者等にはタオルを、市民の皆様から善意銀行へ寄せられた
お米も生活困窮世帯へ地域の民生委員児童委員さんを通じてお
届けいたしました。今年も笑顔で温かいお正月を迎えられたこ
とと思います。

対　　象　 件数 見舞金

見舞金

生活困窮世帯 30

寝たきり高齢者の介護世帯 27

認知症高齢者の介護世帯 24

見舞金計 81 905,000円

見舞品
(タオル)

在宅75歳以上の一人暮らし世帯 1,151

在宅83歳以上の方がいる世帯 1,425

在宅80歳以上の高齢者のみ世帯 91

見舞品合計 2,667

歳末たすけあい演芸会

歳末たすけあい見舞金品を配分しました

盛り上がっ
たばい♪

　令和元年12月１日(日)
に第52回歳末たすけあい
演芸会を開催し、多くの方
にご来場いただくことがで
きました。また、38団体・５名の個人の
方に出演いただき、多彩な演目で会場を
盛り上げてくださいました。ご来場の皆
様、ご出演の皆様、チケット販売にご協
力いただきました皆様、誠にありがとう
ございました。
　チケットの収益金は、支援が必要な
方々への見舞金品をはじめ、地域福祉活
動に大切に使わせていただきます。

入場者数 チケット販売実績

午前の部 809名 午前の部 1,105枚

午後の部 586名 午後の部 897枚

合　　計 1,395名 合　　計 2,002枚
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西瀬校区･支え合い｢にしぜの会｣発会式
（生活支援体制整備事業）

瓦屋町縁がわサロン｢かたらんねー｣10周年

中原校区支え合い福祉祭り

　西瀬校区では、12月６日西瀬コミセンにて協議体の発会式が行われました。協議体と
は、支え合いの地域づくりを進めるため、住民同士の支え合いの活動を充実させていく
組織のことをいいます。西瀬校区では校区社協役員や民生委員児童委員等の各団体の代
表者を中心に構成され、協議体の名称は支え合い「にしぜの会」になりました。これか
ら活動拠点や生活支援コーディネーターを、協議体で決めていきます。
　また、記念講演としてNPO法人イーモビネット代表理事の鶴岡　良一氏に「地域にお
ける移動(送迎)の課題に、いかに向き合うか」と題し、交通手段を持たない方への移動
支援の事例紹介をしていただきました。

　11月12日に10周年記念の縁がわサロンを、町内会のミニサロンと共催で行い、47名
の関係者・スタッフ総勢60名で賑わいました。発足時にはボランティア有志を中心に、
町内会を始めとした福祉関連団体の協力を頂きました。
　式典の後は体操で体をほぐし、一息入れた後は演芸です。
　日本舞踊の美しさに見とれて拍手、あさぎり町のバスガール・上杉芳野一座によるバ
ラエティには、皆さんお腹を抱えて笑いまし
た。
　最後は懇親会。毎回スタッフ手作りの季節
の旬の食材による料理が楽しみです。
　「今日は楽しかった、料理も美味しかったし、
長生きすっばい」と嬉しい言葉を頂きました。

世話人会代表　三倉重成

〇日時／２月２３日(日)　１０時～１４時
〇会場／中原コミュニティーセンター
　地域の支え合いを深めることをテーマに、校区
の様々な団体の活動紹介や展示を行います。楽し
いステージや、(中原)老人給食ボランティアのカ
レー、子ども育成会のポップコーン等の販売もあ
りますので、ぜひおいで下さい！

ぜひお越しくだ
さい！
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ス
コ
ッ
プ
三
味
線
隊

隊
長
　
上
村
　
休 

氏
よ
り

　

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
隊
は
、
地
域
に
笑
顔

と
元
気
を
届
け
る
こ
と
と
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
か
ね
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
演
奏
で
元
気
に
な

り
、
長
寿
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

No.198　⑥　

ふ
れ
あ
い
ぼ
ら
れ
ん
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
ぼ
ら
れ
ん
だ
よ
り
No.69

人 吉 市
ボランティア
連 絡 協 議 会

地
域
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
た
い
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
隊

　

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
隊
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々
が
鹿
児
島
県
で
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
演

奏
を
聴
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
は
20
名
で
、
62
歳
か
ら
85
歳
ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
で
、
毎
回
の
練
習
を
楽
し
み
に
さ
れ
る
ほ

ど
仲
が
良
く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
息
の
合
っ
た
演
奏
を
さ
れ
ま
す
。

　

海
棠
ま
つ
り
で
の
初
演
奏
以
降
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
や
川
上
哲
治
生
誕
１
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
な
ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ
、
12
月
に
は
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会
に
も
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
は
、
月
に
１
回
デ
イ
サ
ロ
ン
で
園
芸
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
演
奏
は
、
利
用
者
の
方
々

も
歌
や
踊
り
に
参
加
さ
れ
る
ほ
ど
、
と
て
も
賑
わ
い
ま
す
。

(

写
真
は
東
間
上
町
公
民
館
の
デ
イ
サ
ロ
ン
で
の
様
子)

新
規
加
入
団
体
紹
介

歳末たすけあい演芸会での演奏

一緒に歌いましょう！

　

11
月
９
日
・
10
日
に
開
催
さ
れ
た
ひ
と
よ
し

産
業
祭
で
、
会
員
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
品

物
を
ご
提
供
頂
き
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
台
風
19
号
の
被

災
地
支
援
を
目
的
と
し
て
実
施
し
、
益
金
を
被

災
地
へ
寄
付
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
１
日
に
は
歳
末
た
す
け
あ
い
演

芸
会
で
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
の
仕
込

み
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
購
入
い

た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長
　
木
村
惠
子

ひ
と
よ
し
産
業
祭
で
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

で
の
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た

歳末たすけあい演芸会でバザーの様子
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　人吉市善意銀行では、人吉市にお住いの方で、父親または母親が交通事故により死亡
した児童生徒が、小学校および中学校に入学、または中学校を卒業する場合に祝金を贈
ります。

父親または母親が交通事故のため死亡した、義務教育終了
前の児童生徒の保護者

①小学校・中学校入学･････ １万円
②中学校卒業･････････････ ２万円

所定の申請書に住民票の写しを添えて、市社会福祉協議会
事務局に提出してください。
申請書は市社会福祉協議会事務局にあります。

令和２年３月１６日(月)

人吉市善意銀行（市社会福祉協議会内）
電話　２４−９１９２

　令和元年11月16日、17日の２日間にわたって、成年後見フォーラムを開催し、約
250名の専門職、市民の方々の参加がありました。中央大学法学部教授（日本成年後見
法学会理事長）新井誠氏による基調講演やシンポジウム、分科会を通して成年後見制度
を学ぶよい機会になりました。

人吉市善意銀行
交通遺児入学・卒業祝金を贈ります

成年後見フォーラムを開催しました

人吉市社協の法人後見業務にご協力いただいている市民後見人の方に､お話をうかがいました｡

【参加者のアンケートの声】
・様々な専門職の立場からの話を聞くことができて大変参考になりました。
・少子高齢化や社会の変化、国の法制度の在り方などを知る良い機会となりました。
・参加者同士の意見交換もできて、日頃の業務の参考になりました。
・支援の考え方、かかわり方など自分では気づかない部分を勉強させられました｡

　社会とかかわりをもちたいという思いから、養成講座を受け市民
後見人となりました。実際に現場に出てみると、コミュニケーショ
ンなど机上では学べなかった面で大変さを実感しています。しか
し、訪問の回数を重ねるたびに打ち解け、笑顔が見られるように
なってくることは喜びでもあります。今後は市民後見人としてでき
ることを増やしていきたいです。	 (田中　仁美)

対 象 者

金 額

申 請 方 法

申 込 締 切

お問い合わせ




